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*2015年2月、日本で開催 
• ジョシュア・コラーレス （Joshua Corrales） 
• ウェズレー・エドワーズ （Wesley Edwards） 
• ジョシュ・ロマンスキー （Josh Romanski） 
• カイル・トクナガ （Kyle Tokunaga） 
• クリス・バレンシア （Chris Valencia） 

YESスポーツ事業部SDSAではカリフォルニア州とフロリダ州にて日本球団でのプレーを目指す選手のための合同トライア
ウトを開催しました。100名の選手が参加したトライアウトには日本社会人野球チーム、日本独立リーグ野球チームの関
係者が選手視察に訪れ、計16名の参加選手に日本の球団からの春季キャンプ招待、また入団契約の提示が行われまし
た。 
16名の選手の中にはサムライサンディエゴ2014年チームを牽引したテレンス・ブキャナン（カリフォルニア州立大学サンマ
ルコス校）、トモ・デルプ（メリーランド大学卒）、ジャック・ダルー（バンガード大学、タイ王国代表チーム選手）が含まれてい
ます。 

トモ・デルプ ジャック・ダルー テレンス・ブキャナン ２０１４年度サムライ・サンディエゴのメンバー 

日本球団から入団契約の提示を受けた３名のサムライサンディエゴ選手 

 
 
 
 
 
 
 
 

• ブランドン・ボイル （Brandon Boyle ）【香川オリーブガイナーズ】 
• エドワード・ブランドセマ （Edward Brandsema）【徳島インディゴソックス】 
• テレンス・ブキャナン （Terrence Buchanan）【石川ミリオンスターズ】 
• チケン・チャン （Chih-Hsien Chiang ）【高知ファイティングドッグス】 
• ジャック・ダル （Jack Daru）【石川ミリオンスターズ】 
• トモ・デルプ （Tomo Delp） 【徳島インディゴソックス】 
• ケルビン・フリーマン （Kelvin Freeman ）【福島ホープス】 
• デヤン・キム （Dae Yang Kim）【愛媛マンダリンパイレーツ】 
• ジョシュア・ラベンダー （Joshua Lavender）【愛媛マンダリンパイレーツ】 
• チャールズ・マツナミ （Charles Matsunami ）【高知ファイティングドッグス】 
• ケショーン・スミス （K‘shawn Smith）【石川ミリオンスターズ】 

日本でのプレーを目指す選手のための合同トライアウトを開催 

日本社会人野球チームの春季キャンプ*に招待を受けた選手 

日本独立リーグ野球チームから入団契約の提示を受けた選手 

米独立リーグトライアウト『テキサスウィンターリーグ』 参加申込受付中 
 

2015年2月に開催されるテキサスウィンターリーグでは、参加選手が数チームに分けられ、1ヶ月間の期間中に開催され
る約20試合でのプレーを通じてプロ球団に能力をアピールします。 
MLB傘下マイナーリーグ球団や米独立リーグ球団の監督、コーチ、スカウト担当者たちがテキサスウィンターリーグの

チームのコーチを務めるため、自分のプレーを直接プロ球団に見てもらえるチャンスがあるのがテキサスウィンターリー
グのメリットです。 

http://www.yeseslinternational.com/


大塚晶文 コーチ 
東海大学―社会人野球日本通運を経て1996年に近鉄
バファローズに入団。リリーフ投手として近鉄、中日ドラ
ゴンズで7年間プレーし、2004年にMLBサンディエゴパド
レス球団に移籍。2005年のサンディエゴパドレス球団地
区優勝に貢献。2006年2007年はテキサスレンジャース
でプレーする。2006年にはワールドベースボールクラ
シック第1回大会の日本代表選手として日本チームの優
勝に貢献し胴上げ投手となる。MLB球団在籍4シーズン
で39セーブポイント、74ホールドを記録。 
 

2011年3月の東日本大震災を受け、カリフォルニア州サ
ンディエゴ市にてチャリティー野球教室を開催。同2011
年から2年間、サムライサンディエゴの投手コーチを務
め、日米の学生野球選手の指導にあたる。 
 

2014年に信濃グランセローズ球団5代目の監督に就任、
同シーズン中に現役引退を表明。2015年シーズンより
中日ドラゴンズの2軍投手コーチに就任することが球団
より発表された。 
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アメリカテニスニュース アメリカ 野球留学 

サムライサンディエゴ 大塚晶文コーチ、土肥義弘コーチが日本プロ野球のコーチに就任 

■マーセッド・カレッジ野球部での思い出 
大学野球公式戦の初戦は、今でも鮮明に思い出せるほど感
動しました。アメリカ野球の雰囲気を肌で感じ、アメリカ人の
声援を受けながらプレー出来たのは鳥肌ものでした。 
 

そのシーズンは、1番に定着し打率．317と結果を出しました。
そして、チームがプレーオフに進出できたのは良かったので
すが、そこで2連敗となり、リーグ敗退してしまったことは悔し 

永冨翔太くん、インタビュー【アメリカ野球留学の経験、NPB入りを目指して】 

■サマーリーグでの経験 
最初アメリカ人選手たちを見た時、彼らは体格が良く、自信
に満ち溢れていたので、圧倒されました。初めての試合はラ
イトで出場し、尐し緊張していました。その時、セカンドとライ
トの間に打球がきて、声の掛け方が分からず、落球してしま
いました。これから学校や生活だけでなく、野球でも英語を
学ばなければならないと実感した瞬間でした。 
 

サマーリーグは、現地人や他の野球留学生との交流もあり、
またサムライ・サンディエゴの大塚晶文コーチ、土肥義弘
コーチをはじめとする指導者から指導を頂き、色々と学ぶこ
とが多かったです。 

■苦労したこと 
勉強と野球の両立です。高校3年間、野球漬けの日々を過
ごし、勉強には力を入れていませんでした。留学を決意し
た後、4か月ほど英会話学校に通い、現地での生活に備え
たつもりでしたが、今思えば全然勉強が足りませんでした。
渡米後も勉強慣れすることが出来ず、机に向かうことも億
劫でした。しかし、課題を終わらせることや試験勉強をする
必要性を認識してから、集中して取り組むようになり、尐し
ずつ慣れていきました。 
 

野球では、ストライクゾーンに慣れるまで苦労しました。ア
メリカは日本よりアウトコースを広く取るので、頭の中で認
識していても体が反応できないことが多かったです。 

■アメリカでの生活 
現地での生活は、ホームステイでした。ホストマザーは、異
国の子にも関わらず息子のようにお世話をしてくれました。
野球のホームゲームでは毎試合応援に駆け付けてくれて、
チーム内では名物叔母さんとして有名となりました。僕の
影響を受け、野球を好きになってくれたことはとても嬉しい
ことです。また野球のシーズン終了後には、僕が写ってい
た新聞の切り抜きや撮影した写真を使ってアルバムを作り、
プレゼントしてくれました。 

■進路の決定 
マーセッド・カレッジで2シーズンを終えたとき、進路を決め
なければなりませんでした。シーズン終盤の頃、監督から
4年制大学から誘いの連絡を受けていると話があり、進学
先候補が５校ありました。学校によっては奨学金の好条
件もあり、良い評価を頂けていたと思います。進路につい
ては、4年制大学へ行くか、プロに挑戦するかを悩み、最
終的に日本でのプレーを希望し、サマーリーグ終了後、
帰国することを決めました。 

２０１５年の抱負：結果を出せる位置に定着すること。 

日大明誠―マーセッド・カレッジ―信濃グランセローズ 

土肥義弘コーチ 
春日部共栄高校（1993年、全国高校野球選手権大会
準優勝）―社会人野球プリンスホテルを経て1997年に
西武ライオンズに入団。1年目の1998年から1軍に昇格
し、西武、横浜ベイスターズで13年間プレーする。 
 

2011年に米国でのプレーを目指し、米独立リーグ・アト
ランティックリーグ球団との契約合意。2012年にボルチ
モアオリオールズ球団とマイナー契約を結ぶがメジャー
昇格はならず、同年米独立リーグ・ノースアメリカンリー
グ球団に入団。同年シーズン終了後に現役引退を表明。 
 

2013年から2年間、サムライサンディエゴの投手コーチ
を務める。日米での豊富なプレー経験に基づく技術論
を基に所属選手の指導にあたった。 
 

西武ライオンズ球団が2015年シーズンの投手コーチ就
任を発表。 

永冨くんはマーセッド・カレッジで1年目からレギュラーの座を
掴み、2年目は不動のレギュラーとしてチームを牽引しました。
夏期間中、サムライ・サンディエゴに所属し、チームの主力と
して結果を出しました。その実力が認められ、２０１４年夏か
ら信濃グランセローズに特別練習生として参加しています。 

かったです。チームメイトたちは陽気でフレンドリーな人ば
かりでしたが、敗退が決まった瞬間、号泣している選手が
おり意外な一面を見ることが出来ました。 
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女子サッカー留学 

アメリカの４年制大学サッカー部で活躍する樫本芹菜さん【インタビュー】 
 

現在インディアナ州のバトラー大学女子サッカー部に所属する樫本芹菜さんは、今夏アメリカ女子サッカーリーグの2部に
あたるW-League（女子サッカーサマーリーグ）に参加し、シーズンを通して素晴らしいパフォーマンスを魅せた大学生選手
10人に贈られる、「Top W-League College Performers」に選出され、アメリカ大学女子サッカー界でも注目を浴びる選手の
一人です。 
 

そして、今季のNCAAディビジョン1（１部）リーグのBig East地区（10大学、約250人の選手が在籍）において、最も素晴らし
いパフォーマンスを魅せた選手11人に贈られる「All Big East First Team」に選出されました。このAll Big Eastは、各大学
のヘッドコーチの投票によって選出され、樫本選手の所属するバトラー大学からは樫本選手を含む3選手が選出されてい
ます。All Big East にはファーストチームとセカンドチームが存在し、一年次の昨年はセカンドチームでの選出でしたが、今
年は一つレベルをあげたファーストチームでの選出となりました。 

樫本芹菜さんの経歴： 

■渡米をしようと思ったきっかけはなんですか？ 
 

幸運なことに、私は高校時代に各年代で日本代表に選出
され、プレーさせてもらうことが出来ました。その際、様々
な国のチームと試合をする機会があり、その中で感じた日
本と海外の一番の違いは、球際のあたりの強さでした。日
本人の技術は世界でもトップクラスですが、ボールに対す
るアプローチは世界の方が強いと感じ、また、これは世界
でないと経験できない事だと感じました。プロのサッカー選
手になるということはもちろんですが、その他にも日本の
代表としてワールドカップやオリンピックに出場し、日本の
優勝に貢献する事も、私の目標の一つです。 
 

各年代での日本代表経験を通して、世界の舞台で外国人
を相手に勝ちたいのに、どうして日本で、日本人を相手に
サッカーをしているんだろう、という思いが強まり、海外で
プレーしたいと考えるようになりました。 
 

そして、私の海外でプレーしたいという願いを叶えてくれた
のが、現在バトラー大学でゴールキーパーコーチを担当し、
私の高校のコーチの知人でもあるエリースでした。彼女が
バトラー大学の監督に私の事を伝えてくれて、英語の試験
さえ合格すれば、奨学金をもらいながらバトラー大学で
サッカーが出来る事に決まりました。 

■想像していたアメリカサッカーと、実際の違いはあります
か？ 

アメリカのサッカーはもっとロングボールを多用し、身体能
力に任せたサッカーをするイメージがありましたが、意外と
パスを繋いでチームプレーをしてくるチームが多いという点
は、私の想像と異なりました。 

■芹菜さんが感じる、アメリカのサッカースタイルを教えて
下さい。 

やはりアメリカサッカーの一番の特徴は、球際の厳しさだと
思います。アメリカでは、身体の大きな選手がガンガンぶつ
かってきます。そのようなプレッシャーの中で落ち着いて自
分のプレーをしなければいけないので、とても良い経験に
なりますし、それは自信にも繋がります。特にMFのポジショ
ンでプレーするときは、360度どこからでもプレッシャーを受
けます。1ヶ月ほど前の試合では、後方から激しいチャージ
を受け、松葉杖生活を余儀なくされました。 
  
アメリカのサッカースタイルを日本と比較すると、やはり日
本のほうが断然プレーの柔らかさや全体的な技術レベル
は上だと思いますが、アメリカ人の、近距離でもシュートの
ようなかなり強いパスを配球し、それを足元に正確にトラッ
プする受け手を見ると、技術が高いのか、そうでないのか、
よく分からない部分があります。 

■大学での専攻科目を教えて下さい。 

大学ではHuman Movement and Health Science (Exercise 
Science)を専攻しています。ここでは保健体育の教師にな
るための知識や技術を教える授業が中心です。とても小さ
な学部ですが、そのぶん先生との距離が近く、みんながお
互いによく知りあっているような学部なので、とても勉強し
やすい環境ではあります。 
 

日本人が気にするアメリカの大学の宿題の量ですが、平日
はだいたい2時間もあれば全部の宿題が終わる程の量で
す。しかし週末をはさむ時はもう尐し多いです。ただ私の場
合は人より時間がかかるので、他の生徒はもう尐し短い時
間で終わると思います。 



サウスウェスタンカレッジ（Southwestern College）【2013年度南カリフォルニア地区11位/38（15勝4敗3分）】 
Southwestern College は、カリフォルニア州サンディエゴの中心地から南へ30分弱の地域に位置する二年制大学。同校
が所有するスタジアムは、2014年6月にオープンし、収容人数約7,000人を誇ります。スタジアムの他にも、天然芝のグラン
ド１面、人工芝のグランド３面を完備している。*TOEFL(iBT)50 
 

サンディエゴ ミラマー・カレッジ（San Diego Miｒamar college） 【2013年度カリフォルニア州11位/88（14勝3敗3分）】 
サンディエゴのダウンタウンから北へ30分弱のところに位置する二年制大学。1969年に設立されたこの大学には、12,000
人もの学生が通う。女子サッカー部は、2011年度13位、2012年度6位、そして2013年度11位の成績を収め、安定した強さ
を誇っている。*TOEFL(iBT)61 
 

サンディエゴ メサ・カレッジ（San Diego Mesa College） 【2013年度カリフォルニア州13位/88（13勝2敗5分）】 
サンディエゴのダウンタウンから北へ20分弱、クレアモントに位置する二年制大学。1964年に設立され、現在は約24,000
もの学生が通う。女子サッカー部は、2011年度12位、2012年度32位、そして2013年度は13位という成績を収めている。
*TOEFL(iBT)61 
 

ミラコスタ・カレッジ（Mira Costa College） 【2013年度カリフォルニア州17位/88（13勝4敗4分）】 
サンディエゴのダウンタウンから北へ40分、オーシャンサイドに位置する二年制大学。約16,000人もの学生が通うこのカ
レッジは、男女バスケットボール部とサーフィン部が比較的強い。女子サッカー部は、2011年度44位、2012年度66位、そし
て2013年度には17位という成績を収めている。*TOEFL(iBT)46 
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*カリフォルニア州 
サンディエゴ郡 

女子サッカー留学の流れ*Southwestern Collegeの場合 

３月 

高校卒業 

４月 

語学学校通学開始 

４月～８月上旬 

地域サッカークラブにて実力判定 

８月中旬 

秋学期開始・部活動に参加 

８月下旬〜１１月下旬 

公式戦シーズン 

YESの女子サッカー留学、受入校一覧 

■今後の目標を教えて下さい。 

まずは、大学を卒業後に、プロのサッカー選手になることが
目標です。プレーの場としては、女子サッカー界では特にレ
ベルの高い、アメリカ又はドイツを希望し、そのためにトライ
アウトを受けることを考えています。それと同時に、高校時
代まで選出され続けていた日本代表への復帰も、今後の
目標としてあります。 
 

現役引退後には、指導者としての勉強を日本、もしくは現
在最も素晴らしい指導者育成プログラムを提供しているイ
ングランドで学び、そして指導者として女子サッカーの発展
に貢献します。 

■アメリカ留学を目指す人に向けてアドバイスを下さい。 

もしチャレンジしたい気持ちがあるなら、怖がらずにどんど
んチャレンジするべきだと思います。日米間では文化の違
いもあり、日本の常識はアメリカでは通用しない事が多い
ため、かなり苦労するとは思いますが、その経験はサッ
カーだけに限らず、色々な事でプラスになるはずです。私も、
正直渡米を悩んでいた時期があり、最終的には｢やらない
後悔よりやる後悔！｣という思いで決断しましたが、今では、
万が一この決断が良い結果に繋がらないような事になった
としても、逃げずにチャレンジした事を、今後、後悔すること
はないと思います。 

■今回のALL Big First Team受賞にあたって 

同じカンファレンス、同じポジションでプレーした昨年はセカ
ンドチームまでしか入れませんでしたが、今年はファースト
チームに選出していただきました。サッカー歴が長くなるに
つれて、自分の成長を実感できることが尐なくなるなか、成
長が目に見える結果で実感できたことを嬉しく思います。 

■秋学期のシーズンを振り返って 

今年もセンターバックとしてプレーすることになりましたが、
今シーズンは3ゴール3アシストと、微力ながらも攻撃に貢
献することができました。しかし、まだまだ納得のいく結果
ではありません。シーズンは終わったけど、ここからまた新
しいスタートとし、より一層努力を重ねていきたいと思いま
す。  

＊樫本選手は小柄ながら、今期は主にディフェンスリーダーとなるセンターバックを任され、リーグ戦全19試合全てに
出場しました。今期はディフェンダーとしての出場が多かったものの、攻撃面でもチーム4位タイとなる3ゴール、同じく
チーム4位タイとなる3アシストを記録し、2年生ながらチームに欠かせない存在として周りから熱い信頼を得ています。 
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アメリカテニス界が、未来への希望を託す 新トレーニングセンター開設へ 

ＵＳＴＡ（アメリカテニス連盟）は、フロリダ州オーランドの新しいトレーニングセンター
建設プロジェクトが、２０１６年完成予定・総工費約６０億ドル（日本円換算約7112億
円）であることを発表しました。（*注：日本円換算、2014年12月1日現在レート 1ドル
約118円） 
 

現在、ＵＳＴＡのメンバーとして登録している会員数は約７５万人。そのジュニア・学
生・社会人・プロまでのあらゆるレベルのプレーヤーや指導者・コーチまたその他の
対象者のために作られるこのトレーニングセンターは、他に類のないトレーニング施
設と教育的指導施設を完備しています。 
 

敷地は46,700㎡（東京ドーム約５．５個分）で、100以上のコート（ハードとクレー）を
作り、この施設内に選手育成機関本部を従来のフロリダ州ボカラトンから、また地
域活動協会本部（*注：全米の各地域については、下記の「新トレーニングセンター
概要3、チームＵＳＡのエリア」を参照） はニューヨーク州ホワイトプレインズから移
転させ、専門部署もオフィスを構える総合的トレーニングセンターとしての活動が予
定されています。 

「チームＵＳＡ」を旗印に、2001年から2010年まで男子テニス国別対抗戦・デビスカップを率い、ジョン・マッケンロー氏の
実弟としても有名なパトリック・マッケンロー氏。 
 

現在はＵＳＴＡ選手開発ゼネラルマネージャーとして活動をしていますが、この新トレーニングセンターの意義を、全国の
コーチと相互協力しジュニア選手を世界のトッププレーヤーに育てるための拠点としての活動と位置づけて、大きな期待
を寄せています。 
 

USTA会長・ＣＥＯ兼社長のデイブ・ハガティ氏は、この新しいトレーニングセンターの役割について、アメリカのジュニア
から学生・プロ選手までのあらゆるレベルで世界に影響を与えるプレーヤーになるようなトレーニングを積む場所のみな
らず、総合選手育成機関のあり方にも影響を与えるような、アメリカテニス界にとって画期的なものになるであろうと語っ
ています。 

４．トップ選手開発促進を受け持つエリア 
ハードコート8面・赤土クレーコート8面・（将来建設予定：インドアコート6面） 
32人の選手を収容することができる寄宿舎及びフィジカルトレーニング施設 
 
５．ＵＳＴＡ事務局ビル 
プロショップ・フィットネスセンター・ロッカールーム・プレーヤーラウンジ・カフェテリア含む 

US Open 2014 Presented by USTA 

1．トーナメントとリーグのエリア 
クレーコート24面・ハードコート16面・プレーヤー・パビリオン２ヶ所、トレー
ナー室、ガット張替え室、プレーヤーラウンジを含むトーナメント管理事務所 
 

２．大学テニスのエリア（2つの大学対抗戦が同時に開催可能） 
テレビ放送設備を装備のハードコート１２面・1,200人収容のスタジアムコート
１面・トレーナー室・審判控え室・事務室・チームロッカールーム 
 

３．チームＵＳＡのエリア (ハードコート8面・クレーコート8面) 
全米の各地域（*注：USTAは、メンバー数・エリアの規模によって全米を１７
のセクションに分けている。例えば、カリフォルニア州は北と南で1つずつ、フ
ロリダ・テキサスは各１つのセクションがあるが、南部では9つの州で１つの
セクション）が、USTA選手開発部門と協同して活動する場所 

アメリカ テニスニュース 

【新トレーニングセンター概要：用途別に分かれる各エリアの施設内容】 

*フロリダ州 
オーランド市 

「世界のトップ２０を目指すのなら、アメリカに出るべきだ。」 

日本のエース錦織圭選手 は、日本の選手へのメッセ－ジとして、「世界のトップ２０を目指すのなら、アメリカに出るべ
きだ。」と言っています。 
 

それは、彼自身がアメリカに来た当初 の経験から出た言葉で、１４歳だった錦織選手は、当時の世界トップ１０で最高
位２位まで上り詰めたことがあるトミー・ハース選手と打たせてもらえたそうで す。 
錦織選手は、それは何物にも変えがたい経験だったと語っています。そして、自らの成功のカギとして、「若い時に海外
に行き、刺激を受けたこと」を真っ先に挙げています。 



カレッジオブデザート（以下COD)のあるパームデザートエリアはゴルフリゾートとして知られゴルファーには恵まれた環境
が整っています。例年COD男子ゴルフ部や地元高校生の活躍は目覚ましくゴルフの名門として知られていましたが、COD
女子ゴルフ部ロードランナーズは長らくその名声から遠ざかっていました。 
 

そこでCODト女子ゴルフ部は2014年より新しいコーチを迎え入れ、新規編成チームでシーズンに臨むことになりました。女
子ゴルフ部の目下の課題は人員確保と選手のリクルートにありましたが、計8名のロースター枠は全て埋まり、また松本さ
んの加入により、地元の小さなチームから国際的なチームへと生まれ変わりました。 
 

年内最終戦のシングルスとチーム対抗の州立チャンピオンシップが、１１月１６-１７日の２日間、カリフォルニア州モロベイ
で行われました。CODは、初日のスコアで４名の合計スコアが310となり、２位（３２４）と１４打差という圧倒的な数字を残し、
その他チームも突き放しました。２日目は、全体的にスコアを落とし、合計が３３４、２日間の合計が644打となりました。２
位のカレッジオブキャニオン(College of the Canyons)が323打と猛攻を見せましたが、合計６４７打で首位CODに３打及ば
す、結果、CODが州立チャンピオンに輝きました。 
 

CODは、１９９８年に最後のタイトルを獲得してから、１５年間タイトルから遠ざかっており、今回念願の５度目の優勝を手に
入れました。女子ゴルフ部ヘッドコーチのゲリー・サベラ監督は、2014年秋学期よりカレッジオブデザートのゴルフ部監督
に就任したばかりでしたが、初シーズンで州立チャンピオンという快挙を成し遂げました。 
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アメリカテニスニュース ゴルフ留学 

カレッジ・オブ・デザート 女子ゴルフ部がチーム対抗で州立チャンピオンを勝ち取りました。 

カレッジオブ・デザート女子ゴルフ部 

ゲリー氏はオレンジカウンティにある高校の男女ゴルフ部の監督として地域リーグを8度優勝に

導き、その後カリフォルニアの２年制大学の中でゴルフ部強豪校の一つに数えられるサドルバッ
クカレッジ(Saddleback College)で５年間監督を務め、２００９,２０１０年には地域リーグで年間最優
秀監督賞に選出されました。CODのゴルフ部監督に就任した際は、“伝統のあるゴルフ部で指導

できることに大変興奮していますが、共に心配もあります。”と語りましたが、そのプレッシャーに
負けず、チームを州立チャンピオンまで導きました。 

ロードランナーズ 
（カレッジオブデザートのチーム名） 

1. 644     デザート （College of the Desert) 
2. 647     キャニオンズ （College of the Canyons) 
3. 650     シエラ  （Sierra College) 
4. 678     モデスト (Modesto College） 

州立チャンピオンシップ・チーム対抗順位 

地域大会でMVPに松本さんが選出される チャンピオントロフィー 

松本富美華さん（１年生：千葉経済大学附属高等学校出身） 
 

松本さんは、地域大会で地域最優秀選手賞（MVP）に選出され、州立チャンピオンシッ
プでは、注目選手の一人でした。地域大会では１８ホールの平均が７４．５打で、２位の
平均が７６．３打と１．８打差をつけての受賞となりました。 
 

州立チャンピオンシップでは、初日７７打、２日目８５打で合計162打となり、個人成績は
全体（２５人中）１０位の結果となりました。松本さんのスコアは、CODチームの６名の中
で３番目となり、チーム優勝に貢献しました。 

女子ゴルフ部ヘッドコーチ： ゲリー・サベラ（Gary Sabella） 

COD女子ゴルフ部所属、松本さんの活躍 



Copyrights© All rights reserved by Y.E.S. ESL International, JAPAN 7 

アメリカテニスニュース IMGアカデミー【サッカー】 

全米最大級のスポーツ選手養成施設で未来の可能性を広げる 

フロリダ州ブラデントンに位置する全米最大級のスポーツ選手養成施設、それが
IMGアカデミー。現在ここには、世界約80ヵ国から約900人もの生徒が集まり、それ
ぞれがスポーツに対する様々な夢を抱き、日々、夢の実現のためにトレーニングに
励んでいます。 
 

各競技においてトップクラスの施設と指導者を誇り、全米最大級そして最高峰のス
ポーツ選手養成施設と称されるIMGは、選手の育成においてやはり一流です。 
その証拠に、ここに通う学生アスリートの約60%が高校卒業後に大学スポーツ界トッ
プレベルのDivision 1（１部リーグ）所属大学に進学しています。さらに、そのうちの
57%の学生は大学で競技を行うためにスポーツの奨学金を獲得しています（全米の
高校生アスリートで大学進学の際にスポーツ奨学金を獲得しているのはほんの3%）。 
学生アスリートの未来の成功を確かな知識と技術力でバックアップする、それが
IMGアカデミーです。 

*フロリダ州 
ブレイデントン市 

IMGアカデミー ： サッカー 

これまで100人以上もの選手をプロフェッショナルの道へと導いてきたIMGアカデミー。
2014年ブラジルW杯でアメリカ代表のGKとして活躍したティム・ハワード選手は、代
表的な成功例といえるでしょう。卒業生のプレー先はアメリカプロリーグMLSだけに
留まらず、イングランドプレミアリーグ、メキシコリーグ、オランダリーグ、ノルウェイ
リーグ、そしてタイリーグなど、世界各国へと広がっています。 
 

過去には元日本代表の中田英寿氏もIMGを訪問したこともあるそうで、その点から
も世界からの注目度の高さを感じる事ができます。 

現アメリカ代表GKティムハワード選手もIMG出身 

元アメリカ代表GKからの直々の指導を体験 

IMGは施設だけでなく、指導者もAランクの人材を用意しています。特筆すべき人材
として、2014年に就任したケビン・ハートマン氏がいます。ケビン氏は1997年にMLS
所属のLA Galaxy からドラフト指名を受け、そこで10年間プレーをしました。その後、
Kansas City Wizards、FC Dallas、そしてNew York Red Bulls（いずれもMLS）などを
渡り歩き、2013年11月に引退を表明しました。 
 

ケビン氏は約16年もの間アメリカでプロのサッカー選手として活躍し、アメリカ史上
最も輝かしい成績を収めたGK選手の一人としても知られています。彼の持つ179試
合の勝利に貢献した記録は、数多きアメリカ歴代GKの中でも最も優れた成績として
残っています。またケビン氏が記録した現役時代の完封試合数112という記録は、
MLS史上2番目に高い記録として現在もレコードに刻まれています。 
1999年には年間最優秀GK賞も受賞、アメリカ代表としても国際Aマッチ6試合の出
場経験ありと、アメリカサッカー発展を支えた選手の一人であることに違いはありま
せん。こんな方の指導を受ける事が出来るのも、IMGアカデミーだからこその特典と
言えるでしょう。 

IMGでのトレーニング内容 
充実した施設 

• サッカーフィールド13面 
• ゴールキーパートレーニ
ング用フィールド 

• ミーティング/ビデオルー
ム 

• 男女ロッカールーム 
• 最新器具完備トレーニン
グジム 

• 室内人工芝トレーニング
場 

• リラクゼーション用プール 
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アメリカ、カリフォルニア州サンディエ
ゴに本社を置き、州立大学付属英語
学校の運営や大学のホームステイ
サービスを手掛ける。独自の留学プ
ログラムで多くの留学生をナビゲート
する。 

Y.E.S. ESL International, Inc. 

留学への第一歩。 
 

アメリカ留学に関す
る相談はY.E.S.にお
問い合わせください。 

IMGアカデミー【テニス】 

次号ニュースレターVol.18のご案内  (1月中旬配布予定） 
 

【２０１５年一押し留学特集】短期・長期・語学・スポーツ留学など、留学スタイルは様々です。YESの一押し留学特集をご
案内致します。５年後の東京オリンピックでは、海外から多くの人々が日本に訪れます。あなたのキャリアアップ、また海
外の人々との会話する為、留学で英語力向上を図ってみてはいかがでしょうか。 

最新器具完備トレーニングジム ５２面のプロ仕様テニスコート 

IMGアカデミーの充実した施設 

室内人工芝トレーニング場 ダイニングホール 
プロ仕様のサッカーフィールド 

敷地内にあるプロ仕様の１８ホール 

IMGアカデミー ： テニス 

IMGアカデミーには、52のテニスコート（室内外を含む）が完備されています。トレーニングでは、ビデオ撮影で選手のプ
レーを分析するシステムを取り入れ、選手のプレースタイルを試合で生かす為に戦略を練るなど、緻密に計算されたプロ
グラムで選手の技術向上を図ります。 
 

テニスプログラム創設者のニック・ボレッティエリ氏は、1978年にアカデミーを始め、彼の指導の下、10名の世界チャンピオ
ンや多数のワールドクラスの選手たちを輩出しました。全米で初めて全寮制のアカデミーを開始し、学生たちがテニスだけ
でなく学業面や私生活でも充実した生活を過ごせるような施設づくりに取り組むなど、テニスコート以外での活動にも力を
注ぎました。 
 

テニスプログラムディレクターでオーストラリア出身のロハン・ゲッケ氏は、オランダテニス連盟のプログラム推進責任者を
していました。ゲッケ氏の教え子には、世界4位になったリカルト・クライチェクらがおり、指導力には定評があります。 

• アンドレ・アガシ Andre Agassi 
• ボリス・ベッカー Boris Becker 
• ジム・クーリエ Jim Courier 
• トミー・ハース Tommy Haas 
• マルチナ・ヒンギス Martina Hingis 
• アンナ・クルニコワ Anna Kournikova 

• マックス・ミルヌイ Max Mirnyi 
• ピート・サンプラス Pete Sampras 
• モニカ・セレシュ Monica Seles 
• マリア・シャラポワ Maria Sharapova 
• セレナ・ウィリアムズ Serena Williams 
• 錦織圭 Kei Nishikori 

アカデミー出身の世界トッププロプレーヤーたち 


